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2017年6月より未来医学研究会理事を拝命いたしまし
たオリンパスの斉藤です。
第24期のMEカリキュラムで故櫻井教授にご指導い
ただき、医学の奥深さとともに、医学の学問が自然科学
とおなじ体系であることを学び、その後の会社での研究
開発に役立てて参りました。特に、櫻井先生/岡野先生
からのいただいたお言葉、"癌との共生"、"メディカル
パーク"に心を躍らされたことは20年経過したいまでも
覚えております。以来、オリンパスにて超音波内視鏡の
開発、手術用デバイス"ThunderBeat"の開発に従事し、
医療機器の開発を通して、少しでもMEカリキュラムで
の教えを社会に還元すべく努力してきたつもりです。
2015年から新規事業の創生を目論み、事業開発室長
の役職につき、医療のみならず全社の新しいビジネスに
携わっておりますが、とりわけ医療領域での新規事業の
創生に対する想いは大きいです。
今回、拝命しました私の役割は、この未来医学研究会
を活性化することだと思っています。オリンパスでの経
この度、未来医学研究会の理事を拝命いたしましたテ
ルモ株式会社の鮫島正と申します。本研究会の発展にご
協力させて頂きたく、何卒、よろしくお願い申し上げま
す。
私は1983年にテルモに入社して以来、いつかの医療
機器開発を担当し、その後、2001年からは再生医療の
開発を進めてまいりました。また、これまで多くの弊社
社員がバイオメディカルカリキュラムを受講させていた
だいており、弊社開発の推進力となっております。おか
げさまで1昨年に弊社は、虚血性重症心不全の治療に用
いる自家骨格筋由来細胞シート「ハートシート」の製造
販売承認を得ることができまして、これは、本研究会代
表の東京女子医科大学岡野光夫先生と関係する多くの先
験が少しでも会員の皆様にとってお役に立てることがで
きれば幸いです。会員の皆様からのお声掛けいただけれ
ば、できうる限りではありますが、ご協力差し上げたい
と存じます。どうぞよろしくお願い申し上げます。
略歴
1984年	 東京工業大学　工学部　機械物理工学科　
	 卒業材料物性学専攻
同年　4月	 オリンパス光学工業（株）入社　
	 内視鏡事業部　開発部
2004年	 医療商品企画部長（医療事業戦略）
2006年	 開発本部長（研究開発要素検討）
2008年	 オリンパスアメリカ転勤
	 Vice	President	and	Chief	Technology	Officer
2008年	 GyrusACMI（Responsible	for	R&D,	Operation,	Q/A）
	 Executive	Group	Vice	President
2010年10月	 オリンパスメディカル　システムズ株　開発本部長
2015年4月	 オリンパス（株）　執行役員　事業開発室　室長
　　	同	 オリンパスバイオマテリアル（株）　取締役
　　	同	 オリンパスRMS　取締役副会長
受賞
2008年11月	 日本発明協会　発明賞受賞（超音波機器）
その他
2006年－	 東京工業大学　大学院総合理工学研究科　非常勤講師
2010年－	 　　 同 　　　工学部機械宇宙工学科　　非常勤講師
生方のご研究によって成し得た成果と、深く感謝してお
ります。再生医療の分野は、まさに未来医学、先端的医
療の一つの方向性でありますが、まだ限られた商品しか
実現されておらず、医療現場での治療の選択肢となるに
は更なる研究開発が必要な分野と感じております。また、
再生医療の業界団体である再生医療イノベーション
フォーラム（FIRM）においても、再生医療及び周辺技術
の産業化に向けて活動を行っておりますが、この産業化
推進には一層の医工連携と産学連携の活動が必要と考え
ております。
本研究会においては、私は産業側の立場として、アカ
デミアの先生方との連携や交流にご協力することで、さ
まざまな領域の技術融合や先端的な医療の実現にお役に
立ちたいと考えております。今後とも、ご指導いただき
たく、よろしくお願いいたします。
オリンパス株式会社
齋藤 吉毅
テルモ株式会社
鮫島 正
理事就任挨拶
理事就任挨拶
略歴
1983年　九州大学理学部生物学科卒業．同年テルモ株式会社入社。
2016年　テルモ株式会社執行役員ハートシート事業室長
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この度、未来医学研究会の理事を拝命しました。私と
東京女子医科大学との出会いは、故・櫻井靖久先生に
1999年から医療機器のテクノロジーアセスメントの研
究でご指導頂いたことまでさかのぼります。その後、自
らの知識・経験不足を恥じてようやくBMCの門をたた
くことになりました。2005年に入学したBMCは37期で
したので、BMCでの学びから既に10年以上が経過して
います。また、当時のBMC卒論テーマは2030年の医療
という遠い将来をテーマとしたもの（ちなみにタイトル
は「心筋シートの産業的魅力度計測」）であったが、今
現在となっては12年後のことをテーマとしており、今
現在から見れば少し先にある延長線の出来事として捉え
ることもできるのであろう。BMC卒論テーマを今読み
返してみる勇気はないので、実現可能性について論じる
ことを避けることをお許し頂きたいが、時代は毎日一日
ずつ進んでいるということだけは正しいものである。
BMCを修了して以後、2008年に東京女子医科大学・早
稲田大学連携先端生命医科学研究教育施設（TWIns）開
所、同年に先端医療開発特区（スーパー特区）の創設（内
閣府）、2015年に日本医療研究開発機構（AMED）発足、
この度、未来医学研究会の理事に就任いたしました富
士フイルム株式会社ならびに株式会社ジャパン・ティッ
シュ・エンジニアリング（通称J-TEC）の畠賢一郎と申
します。どうぞよろしくお願いいたします。また、弊社
富士フイルムは本年開催されます第41回未来医学研究
会大会の担当を仰せつかり、副社長の戸田雄三を大会長
としまして鋭意準備をさせていただいております。合わ
せまして、ご協力のほどよろしくお願いいたします。
私は1991年に広島大学歯学部を卒業し、名古屋大学
にて口腔外科医として約13年勤務させていただきまし
た。その間、培養口腔粘膜を用いた口腔内再建や、間葉
系幹細胞ならびに培養骨膜を用いた歯槽骨再生など、細
胞培養を行ったものを自身で移植し、臨床医として再生
医療に携わってまいりました。当時から見ますと、現在
の再生医療の発展は想像もつかないものであり、その黎
明期に携われたことは多大なる幸運と感じております。
2004年に名古屋大学を退職し、充電期間を経たのち
J-TECに入社しました。それまで、臨床医として微力な
2014年に旧来の薬事法が医薬品医療機器法として施行、
さらに2015年に再生医療新法が施行されるなど、医療
技術の開発環境は産学官の努力により矢継ぎ早に日々整
備されている。ついには市販前と市販後のバランスを加
味した承認制度となる革新的医療機器条件付早期承認制
度も2017年には創設されている。2017年11月17日には、
第1回日本医療研究開発大賞の経済産業大臣賞を
TWInsが受賞した。受賞理由は、「医療機器産業に貢献
した人材を多数輩出するなど、長年にわたり人材育成に
貢献。」である。BMCの修了生を中心とした未来医学研
究会にとっても誇らしいことであろう。未来は自分たち
で開拓していくものである。未来医学研究会がその中心
となることを切に願う。
学歴
平成8年3月	 東京電機大学理工学部卒業　学士（工学）
平成17年3月	 芝浦工業大学大学院
	 工学マネジメント研究科修了技術経営修士（専門職）
平成18年9月	 東京女子医科大学
	 バイオメディカル・カリキュラム修了
平成20年3月	 芝浦工業大学大学院工学研究科博士（後期）課程
	 機能制御システム専攻修了　博士（学術）
職歴
平成8年4月	 財団法人医療機器センター　薬事事業部配属
平成11年11月	 財団法人医療機器センター　研究開発部配属
平成20年4月	 財団法人医療機器センター　研究開発部主任研究員
平成22年4月	 財団法人医療機器センター附属医療機器産業研究所
	 主任研究員
平成26年4月	 公益財団法人医療機器センター附属
	 医療機器産業研究所　上級研究員
平成26年7月	 公益財団法人医療機器センター常務理事
平成26年10月	 公益財団法人医療機器センター専務理事
がら医療に貢献してまいりましたが、以後、企業人とし
て再生医療の普及に尽力させていただいております。幸
い、2007年にわが国初の再生医療製品であります自家
培養表皮『ジェイス』、2012年に2番目の再生医療製品
であります自家培養軟骨『ジャック』をそれぞれ上市す
ることができました。ひとえに関係各位のご支援の賜物
であると感謝しております。
さて、この度、未来医学研究会の理事就任に当たり、
ご推薦いただきました岡野会長をはじめ、古くから盟友
として当該領域をともに歩んでまいった大和副会長に深
く感謝申し上げます。バイオメディカル・カリキュラム
の同窓生ではありませんが、同カリキュラムならびに研
究会のさらなる発展に微力ながら貢献できることを願っ
ております。
公益財団法人医療機器センター
専務理事
中野 壮陛
株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング 
代表取締役 社長執行役員
富士フイルム株式会社 
R&D統括本部 再生医療研究所 所長
畠 賢一郎
理事就任挨拶
理事就任挨拶
未来医学研究会のいま特集Ⅲ
96　Fu t u re  Med ic i ne   No.31 2018
研究歴
名古屋大学大学院にて培養口腔粘膜細胞を用いた口腔内組
織再建に関する基礎的・臨床的研究に従事。その後、骨再
生、末梢神経再生、循環器等、さまざまな組織再生医療の
開発に携わる。口腔外科としては顎変形症、口蓋裂の集学
的治療を専門とし、再生医療との橋渡し研究を模索した。
現在は名古屋大学を退職し、再生医療ベンチャーの研究開
発、経営を通じてわが国の再生医療の発展に注力している。
同ベンチャーでは、わが国初の再生医療製品である自家培
養表皮ならびに自家培養軟骨を上市するとともに、角膜再
生のための培養角膜上皮を手がけている。
受賞
平成22年度	 文部科学大臣表彰　科学技術賞　受賞
平成25年度	 第5回　ものづくり日本大賞　
	 内閣総理大臣賞　受賞
学歴
1991	 広島大学歯学部卒業
1995	 名古屋大学大学院医学研究科博士課程修了（医学博士）
職歴
1996	 名城病院歯科口腔外科医員
1997	 名古屋大学医学部口腔外科学講座助手
2000	 名古屋大学医学部組織工学寄附講座助教授
2002	 名古屋大学医学部附属病院遺伝子再生医療センター助教授
2004	 株式会社ジャパン・ティッシュ・エンジニアリング（以下J-TEC）
取締役　研究開発部長
2015	 J-TEC　取締役　常務執行役員　研究開発本部長
	 富士フイルム株式会社　R&D統括本部　再生医療研究所長　兼任
2017	 富士フイルム株式会社　再生医療事業部長　兼任
	 大阪大学大学院医学研究科　招聘教授
	 J-TEC　代表取締役　社長執行役員　（下線は現職）
所属団体での活動
国立研究開発法人　日本医療研究開発機構（AMED）　プログラムオフィサー
日本再生医療学会　理事　産業推進委員長　学会誌編集委員　広報委員
日本獣医再生医療学会　理事
再生医療イノベーションフォーラム　理事
